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関西支部主催 同窓会企画のご案内  

 

              

   
  

      Ⅰ） 日 時：２０２１年１2月4日（土）  １8：00～20：00（終了予定） 

    Ⅱ） 場 所：吉田キャンパス周辺（詳細は後報）＋ オンライン  

    Ⅲ） 参加対象：2000年、2001年、2010年、2011年卒業の京機会会員  

      京機会全体の同窓会活性化を期待し、4学年度卒業生に全国ネットで可能な限り声かけをお願いします。 

    Ⅳ） 参加費：5000円程度(仮：正式案内時にお知らせします）  

    ● コロナウイルスの感染状況によっては内容を見直す可能性がありますので、ご了承ください。  

    ● 本会は今後も毎年開催予定企画です。 （第2回（2022年）対象学年：2002年･2012年、第3回（2023年）…と続く） 

 卒業年次によっては同窓会が開催されていない現状を踏まえ、京機会の基本に立ち返り、同窓会の 

活性化に向けて、関西支部主導の同窓会企画の仕組み化について取り組みを始めました。  

  第1回の対象学年の皆様には、下記のご案内を参照いただき、是非、ご参加をご検討ください。 

詳細案内は、後日、京機会ホームページならびに対象学年にメールにてご案内します。 

関西支部からのお知らせ 

＜新企画＞ 同窓会企画 のご紹介 

 卒業年次によっては同窓会が開催されていない現状

を踏まえ、京機会の基本に立ち返り、同窓会の活性化

に向けて、関西支部主導の同窓会企画の仕組み化に

ついて取り組みを始めました。 

 昨年度は卒業後10年、20年の節目に同窓生に集まっ 

てもらうことを企画しておりましたが、新型コロナウイルス

の感染拡大に伴い、中止といたしました。今年度は4学

年合同の開催を企画しています。ワクチン接種率の高

まりを期待して年末12月開催としました。コロナ対策に

目途が立っていることを前提に吉田キャンパスに集合し

ての開催としつつ、関西以外の地域や海外赴任先から

も参加できるハイブリッド形式の同窓会を企画しました。

オンライン参加者にはご自宅

へ料理を配送する宅配サービ

ス（写真はイメージ。日本国内

のみ）を利用予定です。積極

的な参画とご協力をお願いい

たします。 

●内容： 以下の内容を検討中です。 

①学年ごとにテーブルに分かれ、各テーブルに準備さ 

れたノートPC・スピーカ・タブレット等でオンラインとつな 

がりながら歓談。 

②その後4学年ランダムに分かれて歓談。オンライン側 

も複数のブレークアウトルームに分かれて歓談。 

③記念品が当たるクイズ大会。 

 

 

 

 

 

 

 

●世話役紹介：学年幹事と関西支部共同で企画準備

を進めています。（下線は学年幹事） 

事務局：佐藤(三菱電機)、伊東(ｸﾎﾞﾀ) 

2000年：小田(関西大学)、伊東(ｸﾎﾞﾀ)、丸山(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ) 

2001年：土井(豊橋技科大)、藤井(三菱重工) 

2010年：工藤、末松(ｸﾎﾞﾀ)、寺嶋(三菱電機)、 

     片岡(島津製作所)、中野(日本製鉄) 

2011年：北條(京大iPS細胞研究所)、田村(三菱重工)、 

     小森(島津製作所)、瀬良(三菱電機) 

●プレ企画（案）：令和3年12月4日(土)13：00集合 

場所：京都大学総合博物館見学 

 

 

 

  
 

  

 京都大学が開業以来100年以上にわたって収集して

きた貴重な学術標本資料が収蔵されている日本最大規

模の大学博物館を見学します。在学中に足を運んだこ

とが無い方も、久しぶりに見てみたい方も是非早めに 

来て足を運んでみませんか。自然史、文化史、技術史

のほか、様々なテーマで企画展も開催されています。 

 博物館見学後は、同窓会が始まるまで吉田ｷｬﾝﾊﾟｽ内

を自由散策いただきます。百周年時計台記念館も2003

年に耐震工事を終え、歴史展示室も見学できます。 

 

 
現地参加者へのお願い 

 ・京機会HPからの参加申し込み。 

 ・事前にワクチン接種を行ってください。 

 ・当日検温し、平熱であるかを確認させて頂きます。 

オンライン参加者へのお願い 

 ・京機会HPからの参加申し込み。 

 ・Webカメラ、マイク付デバイスから参加ください。 



- 3 - 

 

 

  

２０２2年度 京機会総会・特別講演会開催のご案内  

 

              

 

   Ⅰ） 日 時：２０２１年１１月6日（土） １４：00～15：30（総会） １5：40～16：55（特別講演会）  

    Ⅱ） 開催方法：WEB会議ツール「Zoom」バーチャル会議方式 （生中継） 

    Ⅲ） 参加方法： 

     ● ZoomにログインするためのURLや関連事項は、11月上旬に参加申込者宛にメールでお知らせします。  

     ● ご参加者は、11/６総会当日13：45～ にアクセスいただき、会開催までしばらくお待ちください。  

     ● 本会に参加するには、パソコンかスマホおよびインターネットに接続できる環境が必要です。 

       ※ 当日までにWi-Fi環境、PCあるいはタブレットやスマートフォンをご準備ください。  

       ※ Zoomインストールおよび操作マニュアルは、京機会ホームページで紹介いたします。 

       ※ ご参加は無料ですが、インターネット接続に関する料金は参加者の負担となります。 

    Ⅳ） スケジュール（予定）： 

      1. 京機会総会 14：００～15：30 

    1）開会の辞  2）会長挨拶  3）活動報告および議案審議  

    ４）支部からのお知らせ  ５）年間活動賞表彰  6）閉会の辞 

      2. 特別講演会 15：4０～16：55 

        『 数学：その実用性と芸術性 』  

          森 重文 氏 ＜ 京都大学 名誉教授 / 京都大学高等研究院 院長・ 特別教授 ＞ 

       ＜ご講演概要＞ 

      数学はこれまで、緻密な論理の塊で近寄りがたく役に立たないという印象を持たれてきた。 

     最近、有用性が取りあげられるようになったが、楽しさや美しさについてはどう思われているのだろう。 

     数学に長年携わってきたものとして、実は数学は役に立つばかりでなく美しいものであることを幾つか 

     の例を挙げながらお話ししたいと思っている。 絵や図は用いるが、数式は殆ど使わない予定です。 

      3. 記念撮影   16：55～17：00 

     ● 懇親会はございません。 

    Ⅴ） 参加費：無料 

    Ⅵ） 総会参加締切：10月31日（日） 

     ● 同封のハガキもしくは京機会ホームページ(https://keikikai.jp/)からの参加申込をお願いします。 

        (但し、二重受付登録防止のため出欠回答はどちらか一方でお願いします。) 

  ＜ご連絡＞ 

   2022年総会は当初より、対面式＆ハイブリッド開催で計画しておりましたが、コロナ感染拡大状況を鑑み（～9月12日まで 

   京都府や各地で緊急事態宣言発出中） また、本年度の京都大学ホームカミングデーもオンライン開催が決定しましたので 

   苦渋の決断ではございますが、本年度もオンライン（Zoom）での開催を8月末日を以て正式決定いたしました。 

   対面開催を楽しみにしてくださっていた会員各位には誠に申し訳ございません。 

   「125周年記念」となる2023年度総会では、キャンパスにて皆様とお会いできますことを関係者一同楽しみにしております。 

 2022年度京機会総会・特別講演会を下記の通り開催いたします。 

    皆様の安全を最優先に考え 2022年度総会もオンライン開催とさせていただきます。  

途中参加・退席も可能です。 多くのご参加をお待ちしております。  

 

2022年 学生と先輩との交流会は、2月にオンライン企画にて開催予定です！ 

 長引くコロナ禍の影響で、2022年の「学生と先輩の交流会」も、昨年同様

にネットワークを介したスタイルでの開催にて検討を進めております。 

 参加案内は、10月下旬（予定）に「京機会会員所属企業」宛に郵送予定

です。 交流会内容は、同書にてご確認の程お願いいたします。 

 現在、京機会会員在籍の約250社の企業宛にご案内しておりますが、 

まだ、お届けできていない企業もございます。本会にご興味をお持ちいた

だいた場合は、京機会事務局までご連絡ください。 

 ～ 学生と先輩との交流会とは ～ 

  本交流会は、学生が社会における
「現実」を知る教育活動の一環として、1999年より
実施しております。本会は、京機会会員である先輩
から、 在学生に対し、大学における勉強と実社会
での仕事の関係、仕事のやりがい･心構えなどを話
していただいており、例年、 学生の関心も大変高く、
勉学の動機づけや将来の方向付けにも少なからず
寄与しております。 
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２０２1年度 京機会総会のご報告 

日 時:2020年11月7日(土) 

会 場:オンライン（Zoom）総会 

 < 発信先：桂キャンパス >  

出席者：157名（会員156名、事務局1名） 
 

 2021年度京機会総会は、コロナ禍の影響をうけ、参加

者の安全も踏まえ、初のオンライン（Zoom）総会として、11

月7日（土）に開催いたしました。参加者は総勢157名でし

た 。 
  

－ 総会 － 

 総会は、西脇 眞二代表幹事（1986)の司会によって 

行われました。塩路 昌宏会長（1975)の挨拶で始まり、 

続いて、西脇幹事より教室の現状報告がなされました。  

 次に、機械系教室の専攻長ならびに大学本部役員教

員の紹介と、来年3月に定年退職予定の教員3名、そして

本年10月に就任の第27代京大総長 湊 長博氏の紹介

がありました。 

 その後、今年4月に、桂キャンパスBクラスターに「京都

大学桂図書館」が開館し、そこに桂地区5系（地球・建築・

物理・電気・化学）図書室を集約するとともに、吉田地区

の5系図書室、附属図書館からの一部資料も今後移転さ

れる旨の紹介がありました。吉田物理系図書室に保存さ

れている機械系専攻学位論文も、今後随時、同図書館

地下1階の書庫2に移転予定で「機械系専攻図書」は本

図書館に集約される形になります。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 また、コロナ禍における工学研究科としての京都大学

医学部附属病院への支援協力についての報告もありま

した。（詳細は京機短信No.347に掲載） 

 続いて今年の新任教員・昇任教員10名の紹介と共に、

総会参加の教員7名からの挨拶がありました。 

2020年度の活動報告では、コロナ禍の影響で春以降、

本部の関連会議はメール会議と共に全てオンライン

（Zoom)開催で対応していること、各支部行事もほぼ全て

開催中止となってしまったこと、学生会員への各種支援

も休止していること等の報告がありました。ただ、このよう

な中でも、2020年年2月の「学生と先輩との交流会」は、懇

親会を中止するなどの安全面を考慮した対策を取りな

がら実施し無事開催できたとの報告がされました。 

続いて、平方 寛之会計幹事（1997）から2020年度決

算報告があり、成宮 明氏（1973）による監査報告が行わ

れ、承認されました。  ● 決算はP.5を参照ください。 

次の役員改選では、野村 

剛氏（1976）が会長に推薦され

承認されました。また副会長案

も承認され、引き続き、新役員

が報告されました。その後、 

野村新会長より就任のご挨拶

をいただきました。 

● 役員一覧はP.6を参照ください。 

続いて、西脇幹事から2021年度の活動予定、平方幹

事から2021年度の予算が紹介され、予算が承認されまし

た。 ● 予算案はP.5を参照ください。 
 

支部報告では、関西、関東、中部、中国四国、九州

の各支部長より、それぞれの特色を生かした活動の報

告が行われました。 

関西支部では、野村

剛 支 部 長（1976）よ り、

異業種交流会、産学懇

話 会、若 手会、京機 カ

フェなどの取り組み、同

窓 会 活 動 の 試 み と 共

に、支部総会･新年会

や京機カフェ(大阪あそ

歩《百舌鳥古墳群と堺散策》、ゴルフカフェ《企業対抗ゴ

ルフ》、ミュージックカフェ《山本リンダショー》、吉本新喜

劇観劇)などコロナ禍が深刻化する3月までに開催され

た行事報告も交えて紹介いただきました。 

関東支部では、山本 

謙支部長（1975）より、こ

れまでの全行事が中止

となったが、今年10月に

感染対策を考えながら

試験的に有志での「ゴ

ルフ会」を開催し、来春

は会員募集して再開予

定しているとの報告がありました。また、写真同好会活

動も現在は再開し参加者募集中であり、今年は中止と

なった支部総会も来年4月にリアル開催もしくはオンライ

ンで開催予定との紹介がありました。 
 

中部支部は、伊勢 清

貴 支 部 長（1978）よ り、

支部テーマが「ココロ動

かす」から「広がれ！ゲ

ンキ、ワクワク」と移った

こと、今年2月以降の支

部企画がすべて中止と

なったとの報告と共に、

来春開催の支部総会はWeb講演会に初 トライし、「皆

様に京都へ出かけた気持ちになっていただけるよう」に

との思いも込めて、京都在住の先生方の講演会を準備

されているとの紹介がありました 。 

桂図書館 



- 5 - 

 

  中 国 四 国 支 部 で は、 

古屋 博章支部長（1982）

より、昨秋に開催された

「秋季行事」の報告と共

に、今年5月の「春季行

事」では工場見学や史

跡見学の準備をしていた

がコロナ禍で開催できず

来春に順延予定とのこと、週明けには「秋季行事（Zoom

開催･Web飲み会含）」の案内を配信予定との紹介があ

りました。 

  九州支部からは、千々

木 亨支部長（1979）より、

九州支部の特徴、高校

への出前講義、また同出

前講義も含む昨秋開催

の社会貢献型「秋の行

事」の紹介がありました。

コロナ禍ではあるが、現

在、Zoomを活用した高校へのオンライン出前講義＆  

リモート工場見学を検討している旨、支部総会も年内に

オンライン開催を予定している旨、紹介がありました。 

  東北の会については、西脇幹事より「現在は活動休

止中」との報告がありました。  

 

 また、京機会活動に顕著なご貢献をいただいた会員

に授与する「活動優秀賞」については、「本年度は表彰

該当者なし」との報告がありました。 

 その後、改めて今後の本部行事紹介があり、2021年

「学生と先輩との交流会」は、安全面も配慮し、3月1日

～3日の3日間に分けてのオンライン（Zoom）開催を決

定し、現在、既に参加企業を募集中との報告がありまし

た。また、来年度の京機会総会については、「今回のオ

ンライン開催を喜んでくださっている会員の声も届いて

おり、今後の状況をみる形にはなるが、来年も同時期

（11月頃）にリアル開催とオンラインでのハイブリット開

催が叶う企画にできるよう、次回にむけてこれから検討

していきたい」との紹介がありました。 

 続く、質疑応答では、「学年同窓会等々へのZoom提

供支援」についての質問が挙がり、西脇幹事より 「現

在、対応を試行錯誤しながら模索しており、安定運営

が確認できた時点で、会員には正式に会員にご案内し

たい」との回答がなされました。 

 その後、予定の終了時刻となり、当初心配していた回

線トラブルもなく、無事閉会となりました。 

● この度の総会は、初めての試みとなるオンライン開

催でしたが、お忙しい中、多くの皆様にご出席にいた

だき無事終了することができました。ご協力ありがとう

ございました。  

京機会2020年度 (2019.10.1～2020.9.30) 決算 / 2021年度 (2020.10.1～2021.9.30) 予算 

       2020年度一般会計正味財産増減計算書 ＆ 2021年度予算                  2020年度特別会計正味財産増減計算書 

2020年度 貸借対照表 

2020年度正味財産期末残高  29、785、741円 

２０２1年度 京機会総会のご報告 



- 6 - 

 
2021年度 京機会役員 (敬称略) 

           *は新任、正:は正幹事、副:は副幹事の略 

【会長】 野村 剛*(1976) 

【副会長】   

  北條 正樹*(1979) 

  仲田 摩智*(1979､関西支部) 

  正井健太郎*(1982､関東支部) 

  伊勢 清貴(1978､中部支部) 

  古屋 博章(1982､中国四国支部)  

  千々木 亨(1979､九州支部)   

  石田 尚之*(2021､学生会)  

【監事】 鴻野雄一郎(1969)、成宮 明*(1973) 

             森 雅彦(1985) 

【代表幹事】正：西脇 眞二(1986)、副：鈴木 基史(1986) 

【会計幹事】正：平方 寛之(1997)、副：土屋 智由(1991) 

【常任幹事】 

 大学側幹事: 

 (関西)     正：川那辺 洋(1990)、副：横川 隆司*(2000) 

 (関東)     正：蓮尾 昌裕*(1986)、副：平方 寛之(1997) 

 (中部)     正：西脇 眞二(1986)、副：黒瀬 良一*(1993) 

 (中国四国)正：安達 泰治(1990)、副：花崎 秀史(1984) 

 (九州)     正：黒瀬 良一(1993)、副：河野 大輔(2005) 

 

【常任幹事】 

大学側幹事: 

 (名簿)  正：岩井 裕(1993)、副：四竈 泰一(2002) 

 (広報：ﾆｭｰｽ)正：黒瀬 良一(1993)、副：横川 隆司(2000) 

 (通信・情報・ｾｷｭﾘﾃｨ担当）正：井上 康博*(1998)  

 (通信・情報・ｾｷｭﾘﾃｨ担当）副：岩井 裕*(1993)  

 (学生会)  平山 朋子(1997) 、土屋 智由*(1991)   

 (教室代表：機械系)  西脇 眞二(1986) 

 (教室代表：ｴﾈﾙｷﾞｰ) 川那辺 洋(1990) 

 (教室代表：情報) 大塚 敏之(1990) 

  学生会：北田 絢也*(2021) 

 地区代表幹事： 

 (関西)伊東 寛和*(2000)、(関東)岡部 基彦(1998)    

 (中部)田中 直樹(1995) 、(中国四国)後藤 宏(1988) 

 (九州)山元 崇*(1995) 
 

【顧問】 久保 愛三(1966)、藤川 卓爾(1967) 

      松久 寛(1970)、塩路 昌宏*(1975) 
  

【運営委員会】 運営委員長：松原 厚*(1985) 

 久保 愛三、松久 寛、仲田 摩智、正井健太郎、 

 伊勢 清貴、古屋 博章、千々木 亨、吉田 英生(1978)、 

 椹木 哲夫(1981)、鈴木 基史、西脇 眞二、平方 寛之 

 
 ＜本部役員改選のお知らせ＞     

  本部役員の改選は、11月6日の京機会総会で行います。上記役員任期は2021年11月5日までです。 

２０２2年度 京機会学年幹事 (敬称略) 

2022年度学年幹事は下記の通りです。本年度もご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
 

本年度の全体幹事会は、京機会総会当日の11月6日(土)に、オンライン（Zoom）で開催いたします。 

詳細案内は、学年幹事宛に別途E-mailでお送りさせていただきます。 

 

 

＜学年幹事決定のご報告＞  

   2021年7月に2022度学年幹事の継続就任をお願いし、上記幹事各位にご快諾いただきました。  

   2022年度の任期は2021年11月6日～2022年11月吉日(総会の前日)までです。 
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京機会名簿発行のご案内 

会員名簿の発行は、京機会の大きな事業の一つです。 

 名簿は3年毎に発行しており、現在、2022年3月の発行に向けて、準備を進めております。 

● 最新名簿（CD版）贈呈のご案内 

最新名簿(CD版)は京機会年会費2019年度～2021

年度分完納の会員各位に無料で贈呈いたします。 

● ご自身の年会費納入状況は、本紙同封の用紙から 

ご確認いただけます。 

 

 

 

 

●  冊子体版の名簿をご希望の方には、有償(4,000円)

で頒布いたします。  

◉ 2021年12月16日(木)までに京機会事務局までE-mail・ 

 TEL･FAXでご連絡ください。 

 具体的な申込方法は事務局より別途ご案内します。 

◉ 冊子体版販売は会費完納贈呈者へのサービスです。 
 

● CD版の名簿は個人情報保護のためパスワードをか

けております。パスワードは名簿に同梱の書面でお知ら

せします。 
 

● 名簿データ確認＆更新のお願い 

名簿は、本会の様々な活動及び最新状況を皆様にお伝

えするために重要な役割をはたしています。ご異動、  

ご退職に伴い、住所、E-mailの変更がある場合は最新

データへの更新をお願いいたします。 

● 最新名簿は2021年12月16日迄データ反映します。 

● 同封のデータ用紙記載の内容をご確

認いただき、ご変更がある場合は、京機

会ホームページ専用フォーム（https://

keikikai.jp/address/）または同封の返信

ハガキにて事務局までご連絡をお願いいたします。 

 

● お願い    

 京機会名簿は、会員相互の連絡を図るための貴重な資料ですが、同時に大切な個人情報が含まれております。 

取り扱いを誤ると、会員の皆様にご迷惑をおかけすることになります。このため、過去の名簿を処分されます際は十分 

ご注意いただきますようお願い申し上げます。 

 

     最新名簿発行と共に、会員各位にスムーズにご連絡がとれますよう、また提供サービスを 

      確実にご利用いただくためにも、皆様には、最新データ登録のご協力をお願い申し上げます。 

                ●  2022年発行最新名簿には、2021年12月16日迄データ反映させていただきます。 

↑住所変更フォーム 

京機会会員名簿の変遷 （ 昭和 ～ 平成 ～ 令和 ） 

昭和７年（1932年）３月発行 

京都帝国大学電話番號簿 

平成９年（1997年）３月発行 

京機会会員名簿 

令和３年(2022年)３月発行 

京機会名簿（イメージ） 

昭和42年（1967年）11月発行 

会員名簿 

平成22年（2010）2月発行 

京機会会員名簿 

←「最新会費納入状況」確認欄 

←「会員名簿掲載内容」確認欄 
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会費納入のお願い 

コロナ禍の厳しい状況ではございますが、皆さま、京機会へのご支援・ご協力ありがとうございます。 

2021年度･2022年度の会費の納入をお願いします。 

年会費は、従来どおり3,000円です。 

 2021年度<2021.4.1～2022.3.31> 

 2022年度<2022.4.1～2023.3.31>をそれぞれ1年分

と考えてご納付下さい。  

 同窓会を維持し、また、京大の機械系教室の現役・OB

が一体となって、日本のものづくりを支える本会の活動は、

会員の皆様から納入される会費を基盤にしております。

是非、会費納入にご協力ください。会費ならびに寄付とも

に同封の振り込み用紙をご利用ください。振込用紙は返

信はがきと一体となって印刷されております。   

 会費納入の際には、会費最新状況お知らせ欄に記載

されている納入状況を今一度ご確認ください。 

● 永年会員登録のお勧め 

 1984年以前ご卒業(60歳以上)の会員は、永年会費6万

円を納入することにより、その後の年会費納入の必要は

なく、生涯会員サービスを受けられます。積極的にご登録

下さい。(但し、登録に際し既払込会費の返金はいたしま

せん。) 

● インターネットバンキングもご利用できます。 

 右記の口座に、振込手数料を除いた金額をお振込くだ

さい。(今後、年会費振込手数料は全て京機会負担といた

します。(海外送金は除く。)) 

＃口座名は全て「京都大学機械系工学会」です。 

  ゆうちょ銀行 〇九九店
ぜろきゅうきゅう  

(099) 当座預金 0116821  

  みずほ銀行  出町支店(587) 普通預金  1048630  

  郵便振替口座 00990-8-116821 

● 京機会年会費自動引落のお勧め 

 各位の振込の手間を省くため、また、事務局の作業を大

幅に減らし経費を削減するため、京機会年会費を自動引

落にしていただくことを、是非お願い申し上げます。 

 申請の際は、同封の用紙をご使用ください。振込手数

料は京機会負担ですので、是非ご利用ください。 

申請依頼書は6月末迄に京機会事務局にご郵送ください。 

〒615-8540 京都市西京区京都大学桂 C3棟 4階 ｂ4S13  

 京都大学工学研究科 機械系教室内 京機会事務局 

■ 年会費の自動引落日は毎年8月1日です。   

 

 

ご寄付のお願い 

 本会では寄付をお願いしております。前号以来、下記に

記載いたしました方々からご寄付をいただいております。

ご報告申し上げると共に、厚く御礼申し上げます。 

 引き続き、皆様方には、寄付へのご協力を賜りますよう

宜しくお願い申し上げます。 
 

 

2020･2021年度寄付者( 2020.9.1～2021.8.31 ) 
 

  岩崎 恵二 様(1952)    田中   壽 様(1960) 

  萩原 四郎 様(1968)    藤原 健嗣 様(1969) 

  上田 陽一 様(1980)    下山 久満 様(1993) 

  平岡   薫 様(1993)    和田 篤行 様(1997) 

  田上 俊明 様(1998)          

令和2年度卒業式の風景 

令和２年（2020年）度の京都大学卒業式・大学院学位授与式は、3月24日に晴天の下、遂行されました。 

 機械系専攻でも、学部・大学院共に会場を3部屋に分け人数制限も行うと共に手指消毒の徹底等、感染予防 

には細心の注意を払った上で、吉田キャンパス物理系校舎にて卒業式と学位授与式を実施いたしました。  

～ 京都大学ホームページより ～ 
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学生会員への京機会活動 

 京機会は、卒業生のための同窓会組織でありますが、 

近年、学生会会員(機械系専攻在学生)向けの行事や支援も数多く行っています。 

2回生 工場見学会 

 2回生講義「機械製作実習」の一部として実施する工

場見学会に対して、見学先の手配などの支援を行って

います。本会は、機械システム学コースの勉強と実社会

での技術者の活動の関係を知る貴重な機会です。  

2021年見学会は中止となりました。 

中部･関東工場見学会 

 機械システム学コースの公式行事で、京機会、中部支

部、関東支部、京機会学生会SMILEの協力のもと実施さ

れる2泊3日の工場見学ツアーへの参加費補助を行っ

ています。見学の他に、懇親会には京大OBの若いエン

ジニアが多数ご参加いただき、社会人と知り合う機会が

できます。普段は聞けない社会人の本音を聞かせてい

ただくことができ、将来の就職に役に立つ企画です。  

本年度は、9月28日～30日に初の試みとしてオンライ

ン企画にて開催いたしました。 
 
 

学生と先輩との交流会 

 学生会SMILEとの共催で、毎年約100社の企業に、  

ご参加いただき、各社からも好評をいただいています。 

 2021年は、従来の対面スタイル企画は中止とし、3月1

～3日の3日間に亘り、オンライン企画で開催しました。 

 コロナ禍の現状を鑑み、2022年春もオンライン企画で

開催予定です。 

 前年度より進化した内容での企画運営を目指して、  

学生会SMILEと共に目下鋭意検討中です。 

 

修士修了生・卒業生記念写真撮影 

 機械理工学・マイクロエンジニアリング専攻の学位授

与式、ならびに機械システム学コース卒業証書授与式

終了後、記念撮影を行ってます。 

 2021年は、コロナ対策を施しながら実施しました。 
 

修士修了記念パーティー 

 新社会人となる修士学生会員を対象として、博士修

了･学部卒業の学生会員も交え、学位記授与式後の記 

念写真撮影後、記念パーティーを開催しています。  

記念パーティーは中止となりました。 
 

新社会人への記念品贈呈 

 新社会人となる学生会員には、

修士修了パーティーへの招待と

共に、京機会特製本皮名刺入れ

を贈呈しています。 

 指定年会費納付者には6月に郵送にて贈呈しています。 

脇坂基金の運用･管理 

 脇坂基金は、国際会議等で初めて研究発表する学生

に交通費等を補助します。京機会は、本基金の運営を

預かり、学生への対応を行っています。 

現在、基金への申請は休止しています。 
 

京機会各種行事の参加 

 学生会員は、京機会の各種行事への参加を歓迎され

ています。特に懇親会では格安の学生価格で参加でき

ます。 

 
●  コロナ禍の影響で、行事形式は変わりつつも・・・学生会SMILEと共に新しいスタイルでの企画検討しています。 

令和2年度大学院学位授与式の風景 
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■ 2021年度支部総会・新年会     

日時：2021年1月16日(土)   

場所：オンライン開催(Zoom)    
参加人数：講演会 92名 

        総会   72名 

        新年会 71名 

● 講演会   

 「トライボロジーの現在と未来 摩擦・潤滑現象の理解

を目指して」をテーマに平山 朋子先生（機械理工学専

攻）にご講演いただき、トライボロジーの役割と目標につ

いてご紹介いただきました。 

● 支部総会   

 支部総会を実施し、以下項目を報告し議決されました。 

 2020年度  活動報告･会計報告 

 2021年度 役員改選･活動報告案･予算案  

2020 年度会計報告 

2021年度予算案 

2021年度関西支部役員  
 

支部長：仲田 摩智(1979)  

副支部長：川那辺 洋(1990)、横川 隆司(2000)、 

           佐々木眞治(1978)、赤松 真児(1993)、 

           岡下 裕樹(1997) 

事務局長：伊東 寛和(2000)  

事務次長：齋藤圭司郎(1993)   

監 事：成宮 明(1973)   

● 新年会 

 講演会・総会に引き続き、関西支部新年会も新たな試

みとしてオンラインにて開催しました。前半は卒業年次

別のバーチャル会議ルームに分かれ、各自でご準備頂

いたお酒やおつまみを片手に少人数で歓談いただきま

した。また、恒例の福引大会で当たった方にはカメラを

前に笑顔でご挨拶を頂戴し、最後は琵琶湖周航の歌を

聴きながら、惜しまれながら閉会いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 産学懇話会 

〇第50回：2021年9月18日(土) 

場所：オンライン開催（Zoom）  

講演：テーマ「航空宇宙」 

「二液スラスタ内における自燃性液体燃料の燃焼過程 

に対する光学計測」  

         林 潤先生(京都大学 エネルギー科学研究科) 

「多様化するスペースアクセス」  

                小笠原 宏先生(東京理科大学理工学部) 

「はやぶさ2ミッション成功、メーカーの視点から」    

                                                                                                                                                                                                                                                                             益田 哲也氏（2009年、日本電気㈱） 

2019年は台風の影響で、2020年はコロナの影響で延

期となっておりましたが、新たな形での開催を企画しま

した。オンライン開催のため、関西支部に限らず全国か

らの参加が期待されます。 

■ 異業種交流会 

  コロナの影響で昨年度は開催できませんでした。 

  2021年度はオンライン開催での大学研究室紹介を検

討しています。正式案内をお待ちください。 

■ 若手会  

 今年度の新人歓迎会は昨年度と同じオンライン開催

を検討しています。正式案内をお待ちください。 

■ 同窓会企画 (新規企画）   

〇第1回：2021年12月4日(土)18：00～20：00 

場所：吉田キャンパス周辺＋オンライン 

● 詳細は、P.2でご紹介しています。 

関西支部からのお知らせとご報告 
支部だより 
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■ 京機カフェ  

 詳細、申し込みは関西支部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照下さい。 

● ゴルフカフェ    

〇第2回企業対抗コンペ：2020年11月28日(土) 

場所：瀬田ゴルフコース 東コース 

参加者：36名 

関西支部企業（京都大学、パナソニック、大阪ガス、クボ

タ、住友電工、島津製作所、三菱電機、日本製鉄、企

業連合）の9チームの対抗戦でコンペを開催し、住友電

工チームが見事優勝を飾りました。 

 2021年は11月27日（土）に同じく瀬田ゴルフコースで

予定されております。 

● テニスカフェ 

〇第7回（京都編）：2021年3月20日(土) 

場所：島津製作所三条工場内テニスコート 

参加者：18名（初参加4名、女性4名を含む） 

 参加者募集を始めたのは二度目の緊急事態宣言中

でしたが、3月1日から解除され、年齢は81歳から現役52

歳が、東は滋賀、西は兵庫から集合して、紅白二組に

別れ、元気いっぱいに全米オープンの仕様のすばらし

い屋内コート、屋外のオムニコートで紅白戦、親睦試合

を思う存分に実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

● お笑い観劇会  

 2020年にお笑いの本場「なんばグランド花月」におい

て開催された吉本新喜劇を観劇する企画は、改めて

「お笑い観劇会」として活動します。 

 コロナ問題にめどが立ちましたら活動を再開しますの

で楽しみにお待ちください。  

● 新しい京機カフェ   

 時世を鑑み、新規事業やオープンイノベーションなど

を話題にした「Meet Up」のような自由な集まりをやって

みようと企画されました。これらは真面目で優秀な技術

者だけでは対応が難しく経営的センスも求められます。

現役世代とアドバイス役シニアで構成するカフェです。 

 2021年8月現在で数名の現役世代・シニア世代の方

から申し込みがあります。興味を持たれた方は、以下の

連絡先まで連絡お願いします。 

宛先：大野(1974) ohno5193@gmail.com 

● ミュージックカフェ  ● 産業歴史探訪  

● 文楽鑑賞会  ● 京都あそ歩  ● 大阪あそ歩  

● KMCイノベーション研究会  夫々活動準備中です 
  

■ 関西支部活性化企画  

  コロナ禍でも活動でき、次世代を担うメンバーの京機

会活動への巻き込みの施策として、支部の補助を活用

し、各企業内で若手を含めた企画を推進しています。 

◎資金補助の仕組み 

・対象：各企業内での懇親イベント 

・補助対象者：新入社員～入社10年目迄の京機会会員 

・金額：3,000 円/人 

・その他条件は関西支部事務局まで問合わせください。 

● 開催企業紹介 ① 

㈱クボタ、2021年5月14日、オンライン、8名(うち京機会

所属10年目まで7名)、若手飲み会＆フォトコンテスト 

 

 

 

 

 

 

コンテスト優秀作品の2枚 

 

 

 

 

 

 新入社員2名を含めた若手の懇親を目的に、オンライ

ンでできる催しとしてフォトコンテストを行いました。コン

テストでは「趣味」をテーマにお気に入りの写真にエピ

ソードを添えて紹介してもらいました。 

● 開催企業紹介 ② 

㈱小松製作所、2021年7月14日、オンライン、14名(うち 

京機会所属10年目まで9名) 

 

 

 

 

 

 

 

実際に会えないのは残念でしたが、普段なかなか  

会う機会のない他地区の若手と話す良い機会となりまし

た。 

関西支部からのお知らせとご報告 
支部だより 
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支部だより 
関東支部からのお知らせとご報告 

関東支部総会のご報告 

  2021年4月10日（土）に、関東支部総会をオンライン

で開催しました。年間の行事は軒並み中止してしまう

中で、画面越しではありますが、皆様のお顔を拝見

し、歓談の場を持つことができました。例年の集合写

真の代わりに、Zoom画面を記録して、当日の様子をい

くつかご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■ 講演会   

 4月で名誉教授となられた吉田 英生様（1978）に、「水

素エネルギー：基礎から最近の話題まで」と題して講演

いただきました。カーボンニュートラルの大きな目標へ、 

水素エネルギーは注目を集めており、講演後の質問

コーナーも活発な質問にお答えをいただきました。関心

の高い技術を体系的に学ぶことができ、とてもご好評で

した。 

 また、オンラインでよかった面は、遠方からも出席しや

くなり、関西から出席の野村会長にご挨拶頂きました。 

 

 

 

 

 

■ 支部総会   

 関東支部の支部長を山本 謙様（1975）から正井健太

郎様(1982)へ交代と、決算/予算の承認を得ました。 

 山本様に支部長挨拶、正井様に新支部長挨拶を頂き

ました。 

 蓮尾 昌裕先生(1986)の大学状況紹介では、コロナで

様変わりしたオンライン授業の様子や大学の近況をお

聞きしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 支部総会の後には、懇親会に代えて、Zoomで歓談

し、来年は対面となることを期して散会しました。 
 

● こぼれ話 

 実は当日は、支部総会のスムーズな開催のため、  

運営する事務局メンバ数名と、講演者の吉田様は京都

大学東京オフィスの会議室に集まりました。カメラ画像に

て、出席された皆様方はリモートでマスクいらず。広い

会議室を利用して、まばらに座った事務局メンバはマス

クありで、顔がよく見えない画像です。また、Zoomが  

自動的に会話している人のカメラ画像を選びますので、

紙面に載せた顔には、マスク姿の事務局メンバの出現

頻度が高くなっています。折角のご出席を写せていない

方が多数いらっしゃいまして、やはりコロナが早く収束し

て、対面の行事とできるようになることを切に願います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

ゴルフ会のご報告 

 2021年3月27日(土)に、春のゴルフ会を万木城カント

リークラブ(千葉)で開催し、14名が参加しました。熱戦

の末に熊澤 正博氏(1968)が優勝を果たされました。 

 秋のゴルフ会も、10月30日（土）に、万木城カントリー

クラブ(千葉)で開催予定です。 

 写真同好会撮影会のご報告  

 2020年11月21日(土)に、上野の旧岩崎邸庭園にて予

定しておりました撮影会は、コロナ禍の影響で残念  

ながら春に続き中止となりました。  

 過去の作品は下記URLからご覧ください。 

 https://keikikai.jp/category/a-report/a-kantou/a-kantou-photo/ 

2022年度 関東支部総会のご案内 

次期関東支部総会は、以下の日程で開催予定です。 

        日 時：2022年4月9日(土)   

  詳細が決まり次第、E-ｍailおよび京機会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

 にて、ご案内いたします。 
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         『広がれ！ゲンキ、ワクワク』  中部支部 からのご報告とお知らせ 

支部だより 

 

中部支部総会のご報告 

日時：2021年4月17日（土） 参加：104名 

場所：オンライン（Zoom） 

 愛知県へのまん延防止等重点措置適用を受け、今年

はリアル＆オンラインのハイブリッド開催を予定していた

講演会をオンラインのみに直前に切替えました。幹事と

しては直前までドタバタと準備に追われ本番に臨むこと

になりましたが、何とか大きなトラブルもなく支部総会を

終えることができホッとしております。 

 支部総会では、開催できなかった前年から先延ばしと

していた支部規約改正(現状に合わせた文面修正、  

支部長を選出する支部人事員会の新設)を賛成多数に

て承認いただきました。 

 講演会には100名を超える方々に参加いただきました。

これは前年度支部総会で企画していたものの実施でき

なかったもので、1年越しでようやく実現できました。  

京都高低差崖会 梅林崖長には、京大周辺の地形と 

歴史・文化の関係を大変興味深く語っていただきました。

また、京都大学 酒井教授には、あほなこと(常識外のこ

と)をする人を許容することがイノベーションを起こすた

めには必要ではないか、あほなことをもっとやろうではな

いか、と面白楽しく語っていただきました。 

 懇親会・新人歓迎会では、昨年と今年の新入社員10

名の自己紹介、講演会内容にちなんだクイズ大会や、 

オンラインならではの取組みとして、講演者ごとに仮想

的な部屋を用意し、参加者が講演者と直接会話ができ

る試みをしました。予定していた時間では足りず総会終

了後に延長して実施するほどの盛り上がりぶりでした。 

支部総会全体を通して『ゲンキ、ワクワク』を広げることが

できました。 

● 次期総会は2022年4月16日（土）開催予定です。 

〔幹事：今村(ﾔﾏﾊ発動機),松木(ﾔﾏﾊ), 

                     藤(ﾄﾖﾀ自動車),田中(ﾃﾞﾝｿｰ) 〕  

 

 

 

 

第32回 技術交流会のご報告  

日時：2021年7月2日(金） 参加：57名 

場所：ひだ宇宙科学館カミオカラボ（オンライン） 

 ここ数年温めていたスーパーカミオカンデ見学をつい

にオンラインツアーで実現することができました。HPで

案内を開始した初日から申し込みが殺到し、想定人数

を大きく超え、他支部からの参加も含め57名の方に参

加いただきました。スーパーカミオカンデは岐阜県の山

奥に位置するため、そこまでの移動には名古屋から3時

間以上かかってしまうところが、オンラインならではの「移

動時間ゼロ」。参加への障害が小さいことも盛況だった

理由の１つかと思っています。 

 ツアーでは、地下1000mに光電子増倍管が途方もなく

並ぶ観測空間を臨場感溢れる動画にて紹介いただき

ました。また、カミオカラボの展示施設・ゲームにより

ニュートリノの性質やその研究意義についてカミオカラ

ボサイエンスコミュニケーターの高知尾様、櫻井様より 

大変わかりやすくご説明いただきました。ツアー中には、

参加者から突っ込んだ質問が相次ぎ、関心の高さが伺

えると共に、後日現地を訪れてみたいとの声もありました。 

〔幹事：河野(ﾃﾞﾝｿｰ),宮川(豊田中研),水谷(日本ｶﾞｲｼ) 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学生フォーミュラー応援 中止のお知らせ 

 大会主催者による中止決定のため、残念ながら学生

フォーミュラーの応援(9月)を中止といたします。なお、

代替イベントとして、公式記録会(11月)が検討されてお

ります。もし実施される場合は応援を検討いたします。 
 

今後のイベントのお知らせ 

オンラインで実施可能な社会科見学ツアー（JAL工場

見学、酒蔵見学）や、オンラインテイスティングなどを   

検討しております。 

詳細が決まりましたらE-mailにてご案内いたします。 

 
参加者の皆さま 

ｶﾐｵｶﾝﾃﾞ内部の様子 ｻｲｴﾝｽｸﾘｴｲﾀｰの櫻井様 
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 支部だより 
中国四国支部からのお知らせとご報告 

  2021春季行事のご報告 

■ オンライン開催 

日時：2021年6月12日（土）17:00～20:30  

 Zoomを用いてオンライン開催し、計72名（そのうち他支

部から57名）にご参加いただきました。講演会のテーマ

が時流に沿った大変興味深いものであったことも相まっ

て、他支部から多数のご参加があり、オンライン開催のメ

リットを存分に享受できたと考えています。本紙面をお借

りして、ご協力いただいた皆さまへ深くお礼申し上げま

す。 

■ 支部総会   

 古屋 博章支部長(1982)の開会挨拶に続き、野村 剛会

長(1976)によるご挨拶を賜りました。野村会長からは、支

部内だけでなく本部や他支部との連携をより強化し、今

後の京機会活動のさらなる活性化への協力要請があり

ました。 

 また、決議事項（2021役員体制・2021活動予定・支部会

計2020決算と2021予算）および報告事項(2020活動実

績・規約細則の改定・本部活動での重要情報)を付議し、

決議事項については全会一致で承認されました。 

■ 異業種交流会（講演会）： 

                「日本の洋上風力発電について」   

 一般社団法人  日本風力発電協会 (JWPA)国際部  

上田 悦紀氏(1982、関東支部所属)によるご講演を賜りま

した。豊富な資料を用いながら、以下のような論旨でお話

があり、さらに聴講者からの活発な質問に対しては非常

に論理的かつ丁寧な解説がなされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①世界では、風力発電はすでに広く実用化されている。

欧州では、2010年以降に洋上風力発電も広く商用化さ

れてきた。 

②世界では、毎年3百万kW以上の洋上風力発電が建

設されており、その投資額は年2兆円以上となる。 

③採算性の向上のために洋上風力発電の大型化が進

み、出力は7～12千kＷ／基、翼直径は154～220mに達

する。 

④設備の市場は、欧州一極集中から東アジアや北米へ

拡大するとみられており、日本市場に大きな期待が集

まっている。 

 

 

⑤日本では、2016年以降に関連法規とインフラ(港湾・建

設船)の整備が急速に進んだことで、多くの洋上風力発

電の設備導入が見込まれている。 

⑥洋上風力発電の設備(ハード)は、しばらくは実績ある

海外製に頼る方が無難であるが、総コストに占める施工

費用(建設・運転・保守等)の割合が圧倒的に大きいため、

内需(国内雇用の創出)に十分に寄与し得る。また、工夫

次第で魅力ある観光資源にもなり得る。 
 

■ 懇親会    

 会員相互の親睦を図る催しとして、参加者各位の近況

のご紹介、映像を見ながら山口県の難読地名クイズ(特

牛･厚保・向津具など）を行いました。 

 また、先の講演会に引き続き、洋上風力発電に関する

専門的な質疑応答が非常に熱心に交わされ、充実した 

2時間を過ごすことができました。 

■ 支部運営会議：書面決議にて代替     

 本来であれば実開催とすべきところですが、春季行事

の所要時間に配慮し、支部役員による審議事項につい

ては事前の書面決議に諮り、滞りなく承認されました。 

■ 支部役員体制 

 コロナ禍の影響もあり2020年度は支部活動をやや控

えめに推進せざるを得なかったことを勘案し、2021年度

も継続して全員留任とする体制で臨むことに決定しまし

た。 
 

支部役員(2021年度・敬称略) 

支部長 古屋 博章 (1982)    

副支部長  安達 泰治 (1990)、高橋 一彦 (1983) 

    〃  石田 英芳 (1987) 

監 事  多田 直哉 (1987) 

事務局長 後藤   宏 (1988) 

事務局次長 木村 泰之 (1988) 

評議員 岡   宏一 (1981)、豊嶋 範男 (1982)  

    〃  小川   誓 (1987)、白崎 琢也 (2002)  

顧 問 川口 東白 (1959)、薦田 哲男 (1970)      

    〃  稲本 信秀 (1977)、田中善一郎 (1982) 
 

2021 秋季行事のご案内 (予定) 

・開催時期：2021年11月（未定） 

・会場：岡山市内(未定) 

・行事内容：   

 (1)支部運営会議 (2)会員交流会 (3)観光  

● 新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、 

  開催時期やオンライン開催等要領を変更する 

  可能性があります。 

● 詳細については、別途E-mailおよび京機会HPで 

  ご案内します。 
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九州支部からのお知らせとご報告 
支部だより 

 九州支部は九州地区の特徴を活かし、 

「歴史に学び、大自然に遊ぶ中、ものづくりの魅力を次

世代の若者へ伝えつつ、会員同士が懇親できる活動」

をテーマに活動しています。 

 現在、コロナ禍で活動が制限されており、従来の行事が

実施できていませんが、以下のような行事を計画してい

ます。 
 

■ 2021年度 秋の行事のお知らせ  

 2020年度秋に引き続き、支部総会をZoomによるオンラ

インで11月下旬に開催予定です。また支部総会に引き

続きオンライン懇親会を行い、会員各位の近況や今後の

活動などについてご意見を交換できればと思います。 

 詳細は、決定次第、E-Mailおよび京機会HPにて、   

ご案内いたしますので、楽しみにお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ ものづくり出前講義  

 2019年に実施した福岡県立

東筑高校の1年生(約270名)に

対して「ものづくり出前講義」を

実施予定(2021年10月)です。

併せて京都大学および工学部

のPRを行うよう調整していま

す。同日には北九州エコタウンの見学も行い、資源循環

型社会の構築に向けた取り組みやその中で活用されて

いる技術についても知ってもらう機会となるよう計画して

います。 

 また、昨年に引き続き、福岡県立修猷館高校での出前

講義も11月に実施計画中です。 

● 参考 : これまでのものづくり出前講義の実績 

長崎県立諫早高校、福岡県立小倉高校、 

明治学園中高等学校、長崎精道三川台小学校、 

福岡県立修猷館高校、福岡県立東筑高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 2021年度九州支部役員 (( )内は卒業年次)） 

支部長 千々木 亨(1979) 

副支部長 黒瀬 良一(1993) 

事務局長 山元 崇(1995) 

事務局次長 泉屋 亨(1993) 

会計  清水 明(1971) 

監事  角倉 潔(1990) 

顧問  川口 東白(1959)、藤川 卓爾(1967)、 

  松久 寛(1970)、相馬 和夫(1975) 

2020年度 支部総会の様子 

京都大学桂図書館 Virtual Tour 

 2020年4月開館の京都大学桂図書館は、「静かに本を

読む場所」から「戦略的に研究を進める場所」といった

幅広い役割を担う図書館です。また、旧来の図書館の

像を守りつつ、時には壊しつつ、「研究者の交流の場」

「研究のタネとの出会いの場」としての研究図書館として

の新たな図書館像も模索されているようです。 

館内からは京都市内の素晴らしい景色も一望できま

す。（本紙表紙にて紹介しております。）  

学外の方の利用も可能ですが、お手元のパソコンや

スマートフォンから、桂図書館を Virtual Tourでお楽し

みいただくこともできます。是非、お立ち寄りください。 

 

 

 

 

https://www.t.kyoto-u.ac.jp/lib/ja/katsura_library/virtualtour 

● 桂図書館 Virtual Tour：3D再現された館内を自由

に探索しながら、桂図書館の機能や使い方を学ぶこと

ができるコンテンツです。（撮影日：2021年5月） 
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若人から老人まで — 古今東西の言葉も交えて気ままに巡る  

１．京機会 — 80歳の年齢差を越えて血が通う組織 

 この3月末で22年間お世話になった京大を定年退職

しました。それとほぼ同時に新型コロナウイルスのワクチ

ン優先接種の「65歳以上の高齢者」の対象となり、「俺が

高齢者？ こん畜生！ 最後でいいわい！」と、自覚に    

欠け思い上がった葛藤がありました。そんなこともあり近

ごろは年齢のことが日常的に気になります。 

 京機会で考えますと、最若年会員は物理工学科の   

2回生で「機械システム学コース」に分属する20歳くらい、

一方の最長老会員は100歳くらいですので、同じ京機会

会員といっても最大80歳の幅があります。若年会員から

は“お爺ちゃん（最初の女子学生の卒業は機械工学教

室創立90年目の1987年ですので、女性会員の最年長

はまだ50代）”や“お父さん・お母さん”たちの世代、長老

会員からは“息子・娘”や“孫”たちの世代、と一緒の組織

（集団）です。こんなこと今さら述べるまでもないと思われ

るかもしれませんが、最大80歳の年齢差がありながらも

同じ血が通う組織ってすごくありませんか？ そこで     

本稿では、若人から老人まで、古今東西の言葉も交えな

がら気ままに思いを巡らせてみます。   

２．20代前後はすごい 

 東京オリンピック・パラリンピック2020で金メダルに輝い

た日本人選手は多数。オリンピックの方では、最年少が

13歳の西矢椛（もみじ）さん、最年長が39歳の上野由岐

子さん。パラリンピックの方では、（惜しくも14歳の山田美

幸さんは銀メダルでしたが）年長側は50歳の杉浦佳子さ

んや45歳の道下美里さん。すごいですねぇ。杉浦さんや

道下さんのような快挙もあるので緩やかな表現としたい

ですが、オリンピック・パラリンピックは身体能力がピーク

となる若人が活躍する祭典と言えるかと思います。 

 一方、知的能力はどうでしょうか？ 定年退職に際し

「工学広報No.75」に寄稿した拙文（https://www.t.kyoto

-u.ac.jp/publicity/no75/essay/gamuh0）でも述べました

が、20代前後の集中力・創造力・突破力にはすばらしい

ものがあります。昨年度まで学生を指導していた経験か

らも「ようこんなこと出来たなぁ」という若さゆえのパワーに

圧倒されることがしょっちゅうありました。もちろん広義の

知的能力というか人間的な力は経験を踏まえて広く深く

なり、さらに人脈なども太くなっていきますので、社会に 

おける職務や責任も年齢とともに重くなっていく訳です

が、一般にそうだからといって、駆け出しの若人のポテン

シャルを過小評価しては絶対なりません。 

３．50代前後だってまだまだ 

 緊急事態宣言を繰り返しながらも、言葉が薄っぺらで

国民の心に届かないわが国のリーダーを見ていると、 

羨ましく思い出されることがあります。 

 6月18日というと京大の創立記念日がまず頭に浮かぶ

のではないかと思いますが、フランス国民にとって1940

年6月18日は、1789年7月14日（現在7月14日は革命記

念日）と並んで最重要な日です。というのも、シャルル・ド

ゴール（1890‒1970）が亡命先のロンドンのBBCスタジオ

から、ナチス・ドイツ占領下にあった祖国フランスに向け

てレジスタンス「自由フランス（France libre）」の呼びかけ

を行った日だからです。当時、ドゴールは国防(陸軍)次

官に過ぎなかったものの、「私は49歳にして、運命の手に

よっていっさいの系列の外にほうりだされた人間として、

冒険のなかへ入っていったのである。」 «A 49 ans, j’

entrais dans l’aventure, comme un homme que le destin 

jetait hors de toutes les séries.» （ドゴール大戦回顧録）

と表現したように、その後のフランスを救ったのでした。   

このように、20世紀の巨人（評価は人により分かれるで

しょうが、身長は196cmで文句なし）の大冒険が始まった

のは50歳ごろでした。50代前後、まだまだチャンスです。 

４．大人と老人たるもの — 警鐘と理想の姿 

 そして我が世代。拙稿（京機短信 No.319）でも引用しま

したが、後藤正治氏（京大農1972年卒）の「タテカン考・

若者考」（日経新聞、2018年9月18日）から、次の言葉に

は深く共感します：「いつの時代も、若者たちの表現活動

はアナーキーな色彩を含んでいて、大人たちは眉をしか

めるものだ。いずれにせよ、若者が次の時代を担っていく。

大人たちにできることはあまりないのだと思う。せいぜい、

邪魔をせずにほっておく。それがベターな選択ではある

まいか ——。」 

 さらに、「高齢者」の範疇に入った筆者が近ごろよく  

思い浮かべるのは、別子銅山中興の祖と呼ばれる伊庭

貞剛（いば ていごう、1847‒1926、58歳で引退）の言葉で

す：「事業の進歩発達に最も害をするものは、青年の    

過失ではなくて、老人の跋扈である。」“The greatest 

damage done to the positive development of a venture is 

caused not by the errors of the young but by the 

domination of the old.”（Roger Pulvers東工大名誉教授

による名訳も付記しました。「英語で味わう名言集」、NHK

出版、2011。) 

 若人との関係を離れて、老人自身の理想の姿として 

思い浮かぶのはゲーテ（1749‒1832）の言葉です：「老い

てはがんぜない子供に返ると人は言うが、そうじゃなくて、

老いてこそ神に近いほんとうの子供に育つのです

よ。」„Das alter macht nicht kindisch, wie man spricht, Es 

findet uns nur noch als wahre Kinder.“（手塚富雄訳、

「ファウスト」第一部 212段、中公文庫、1974；手塚富雄、

「いきいきと生きよ」、講談社新書、1968。) 

 さらに、史上最高の実験科学者ファラデー（1791‒

1867）は、晩年にナイト爵位を打診されたとき、以下のよう

に辞退したそうです：“I  must  remain  plain  Michael 

Faraday to the last.”（C.A. Russell, Michael Faraday, 

Oxford, 2000.） なんと清々しく気高い言葉ではありませ

んか。 

５．むすびは全世代を没後2500年の孔子で 

 京機会ニュース中の駄文を、ストイックなファラデーで 

重苦しく終わるのもなんなので、トーン変更。桑原武夫先

生(1904‒1988)は、筆者が最も尊敬する京大らしい大先

生の一人です。桑原先生はフランス文学が専門である
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にもかかわらず、中国文学の泰斗である吉川幸次郞先

生と小川環樹先生(小川芳樹･貝塚茂樹･湯川秀樹を兄

とする超秀才兄弟の四男)から請われて執筆された孔子

(B.C.552‒B.C.479＝没後2500年！)の「論語」 (ちくま文

庫、1985)があります。その「為政第二」 

「子曰、吾十有五而志于學。三十而立。四十而不惑。

五十而知天命。六十而耳順。七十而從心所欲不踰

矩。」  

について、先生の面目躍如たる文章を引用します。 

子曰わく、吾(わ)れ十有五(じゅうゆうご)にして学に志

す。三十にして立つ。四十にして惑わず。五十にして天

命を知る。六十にして耳順(したが)う。七十にして心の欲

する所に従いて矩(のり)を踰(こ)えず。 

(中略) 

 最後に、冒瀆的と見えることを恐れず私の感想を一つ

つけ加えると、人間の成長には学問修養が大いに作用

するが、同時に人間が生物であることもまた無視できな

いであろう。「天命を知る」というのは、自分がこの世で 

完遂すべき使命を自覚することであると同時に、五十の

衰えの感覚から自分としてはこうしかならないのだという

ことを認め、その運命の甘受の中で生きようと思うことで

もある。自信であると同時に諦念である。「耳順」は、  

自覚的努力というより、生理の作用する寛容、あるいは

原理的束縛からの離脱であることが少なくないのではな

いか。よく言えば素直さだが、あくまで突進しようとする

ひたむきな精神の喪失ともいえる。「心の欲する所に従

いて矩を踰えず」というのは、自由自在の至上境といえ

るが、同時に節度を失うような思想ないし行動が生理的

にもうできなくなったということにもなろう。それは必ずし

も羨ましい境地とは言えないのではないか。これ以上 

飲むと明日頭が痛かろう、と思って、意志的に盃をおく

のが立派なのであって、飲んでいるうちにいつのまにか

盃が手を離れるというのでは、いささか淋しかろう。そう

思うのは、いつまでも悟れない人間の愚かしい感想だろ

うか。しかし孔子もまた人であって、彼の発言が無意識

的に彼の生理的諸段階を反映しているかもしれないの

である。 

 うーん、本稿の整理運動的位置づけ？ テンションは

下がってしまいましたが、孔子に対してこんなこと、桑原

先生をおいてはなかなか書けないでしょうね。 

 

    
   吉田 英生（S53/1978卒） 

京機短信のご紹介 

 「日本械産業の発展の中心に

京大機械系学科を存在させ、

日本の豊かさと平安に貢献する

義務が我々にはあります。大学

企業双方において、誰が何を

やっているかをお互いに知り、

相互理解、研究・教育を活性化

させ、その上に立って機械系教

室OBと大学とが連携し相互の

発展を目指す必要があります。

産業界と大学機械系教室との共

同戦線を構築して、双方の利益を図る  」ことを趣旨とし

て、2004年12月に久保 愛三名誉教授（1966）のお世話

により「京機短信」が創刊されました（毎月5日と20日）。  
 

 2017年5月発行の301号からは、吉田 英生名誉教授

（1978）のお世話の元、毎月5日に発行しています。 

 2022年9月5日現在で、号外等も含め発行数は、総計

358号となりました。 

 現在の京機短信では、「わたしの仕事

シリーズ」「わたしたちの研究シリーズ」

「わたしの仕事（シニア編）」がシリーズで

連載されています。シリーズ毎に京機会

ホームページからお読みいただけます。 

 https://keikikai.jp/publications/tanshin/ 

● わたしの仕事シリーズ：30代から40代のご卒業生を

中心に、主に在学生対象として、仕事について面白さ

や難しさややり甲斐など、いろいろな側面からご自身の

「仕事」について語っていただいております。現在33名

に執筆いただいており、学生だけでなくご卒業生からも

好評です。 

● わたしたちの研究シリーズ：2021年4月号から、教員

による機械系関連教室研究室紹介の連載が始まりまし

た。同記事では研究と共に各研究室の歴史や所属教

員の紹介なども詳しく紹介され、皆様にとっても興味深

い内容になっております。現在は6研究室の紹介が終り

ました。皆様の所属研究室紹介もこれから続きます。 

楽しみにお待ちください。 

● わたしの仕事（シニア編）：短信編集者（吉田名誉教

授）が知る「ご退職後も、興味深い人生を歩んでおられ

るご卒業生」に執筆依頼され、2021年7月からシリーズ

が始まりました。不定期掲載ですが、近々第2回が掲載

予定です。 

＜原稿執筆のお願い＞ 

原稿は、短信原稿 tanshingenko@keikikai.jp 宛にお送り

ください（事務局と編集人に届きます）。ワードで適当に

書いていただいても結構ですし、テキストファイルと図・

表・写真などを別のファイルで送っていただいても結構

です。原則として毎月5日発行ですので、「前月の月末」

には上記まで送信いただくようお願いいたします。 

～ 短信356号 ～ 
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教員の異動 

「工学研究科 記念植樹」のご紹介 

 工学研究科では、桂キャンパスで2003年10月に教育

研究を開始して以来、緑あふれるキャンパスが憩いの

場となり、また将来心に残る場所となるよう、緑化整備

を進めており、工学研究科・情報学研究科定年退職教

授ら有志による記念植樹事業も実施されております。 

Bクラスターの工学研究科管理棟周辺は、植樹された

“ソメイヨシノ”等により、毎年春には美しい桜の風景

に、そして秋は紅葉で彩られます。 

 

        訃 報 

 京都大学名誉教授 岐美 格

(みちよし いたる) 先生は、2021

（R03)年6月7日急性肺炎のため

に94歳でお亡くなりになりました。

ご葬儀は、先生のご遺志により

ご近親の方だけで行われたとのことです。     

 四十九日が過ぎ、新盆が過ぎ、大文字の送り

火も過ぎ、 いまになりましたが、私どもからも、謹

んでまた心か らご冥福をお祈り申しあげます。 

                             牧野 俊郎 (1972) 

●京機短信No.358 ｢岐美 格先生を偲んで｣ 、 

京機短信(特別号)No.359「枕草子と徒然草に  

おける自然」 も、是非ご拝読ください。 

 

新任 

◆奥地 拓生教授：1993京大・理・地質学

鉱物学卒、1998東工大大学院理工学研

究科博士課程修了、同年日本学術振興

会特別研究員PD、同年名古屋大学理学

部助手、2008岡山大学地球物質科学研

究センター准教授、2020．8．1本学複合原

子力科学研究所教授。量子ビーム利用技術と、高圧力

などの特殊環境生成技術を用いて、地球惑星物質や無

機材料の性質を研究。千葉県出身。 

 

◆安達 眞聡助教：2011早大・工・機械科

学・航空学科卒、2013同大学院基幹理

工学研究科・修士課程修了、2017同博

士後期課程修了、同年 German Aero-

space Center Postdoctoral Researcherを

経て、2021.4.1本学機械理工学専攻助

教。電磁気力を利用した粉体ハンドリング技術の開発と

その産業機器・宇宙探査システムへの応用に関する研

究に従事。埼玉県出身。 

 

昇任 

◆澄川 貴志教授：1996岡山大・工・機械

工学科卒、1998京大大学院工学研究科

機械物理工学専攻・修士課程修了、2002

同博士後期課程修了、2002㈱日立製作

所 機械研究所 研究員、2005九大大学

院工学研究院知能機械システム部門助

手、2006本学機械理工学専攻COE研究員、2007同講師、

2011同准教授を経て、2021.2.1本学エネルギー科学研

究科エネルギー変換科学専攻教授。ナノ・マイクロス

ケールの材料力学・強度学に関する研究に従事。山口

県出身 。 
 

昇任 

◆嶋田 隆広教授：2004京大・工・物理

卒、2006同大学院工学研究科・修士課

程修了、2008同博士後期課程修了、

2008．10．1本学機械理工学専攻助教、

2018.1.1同専攻准教授、2021.7.1同専攻

教授。材料の機械的特性ならびに変形

にともなう電気的・磁気的性質の変化(マルチフィジック

ス特性)に関する理論解析の研究に従事。三重県出身。 

 

◆平井 義和講師：2002立命館大・理工・

機械工学科卒、2004同大学院理工学研

究科物質理工学専攻・博士前期課程修

了、2007京大大学院工学研究科機械工

学専攻・博士後期課程修了。2009本学先

端医工学研究ユニット・特定助教、2013マ

イクロエンジニアリング専攻助教などを経て、2021.9.1附

属工学基盤教育研究センター（機械理工学専攻）講師。

ナノ・マイクロデバイスに関する理論から応用までの幅

広い研究に従事。京都府出身。 

 

◆沖野 真也講師：2006京大・工・物理

工学科卒、2008同大学院工学研究科・

航空宇宙工学専攻・修士課程修了、

2011同博士後期課程修了。同年三菱

電機㈱、2013本学機械理工学専攻助

教、2021．6．1同講師。密度成層流体に

おける乱流や物体まわりの流れに関する研究に従事。

京都府出身。 

定年退職（予定） 

◆北條 正樹教授：2022年3月31日定年退職予定 

転出  

◆齋藤 元浩助教：2021年3月31日   
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会員のページ 

 

      

      学年・研究室同窓会のご報告 
 

昭和42年卒 関東同期会  

 2020年12月11日(金)にS42卒(S38入学)関東同期会 

愛称「金時会」のオンライン忘年会が開催されました。 

 初めての試みで音声や画像の不調などがありましたが

7人が参加しました。フリーのZoomを使ったので約40分

で切れますが、その度に再設定してコロナ禍での近況な

どを2時間余り話し合いました。 

 今回の経験からZoomを使えば容易に東西一同の同

期会が開催できそうです。              (藤川記) 

昭和53年卒 同窓会  

 2021年3月6日（土）19時から初めてのZoom学年同窓

会を行いました。 

出席者：岡部、仁張、佐々木、森、政友、福尾、五味、         

鎌居、伊勢、神永、平松、渡辺（旧姓 多田）、打方、宮内、       

上原(計15名、敬称略、順不同） 

 初めて同窓会に参加された 神永さん、平松さん、渡辺

(旧姓 多田)さん、打方さん、久々に参加された五味さん

に自己紹介を頂いてからZoom機能のブレークアウト

ルームを使い、3～4回、4～5名に分かれて懇談する形式

で行いました。（メンバーはその都度できるだけ同じ人同

同士にならないようにしたつもりですが・・）皆で集まって

から、政友さんが学生時代の研究室の懐かしい写真を

披露してくれ、十一月祭でのコンピュータ占いの屋台で

の女子高校生との記念写真や伊勢さんの若い時のハン

サムな姿（今もハンサムですが・・？）などで盛り上がりま

した。 最後に琵琶湖周航の歌をユーチューブで6番ま

で流し、記念写真（添付します）を撮ってお開きになりまし

た。あっという間の2時間でした。 

 初めてのZoom同窓会で、しかも私としては初めてブ

レークアウトルームを試したのでうまくいくかどうか不安

でしたが、結果はうまくいきホッとした次第です。(上原記) 

 

井上達雄先生叙勲祝賀会・ 

山田井上研OBOG会（オンライン） 同窓会 

 井上 達雄先生が、令和2年春の叙勲で瑞宝中綬章を

受賞されました。コロナ感染症が長期化する中で、祝賀

会開催の計画変更や延期を繰り返し、直接の対面と会

食を避けた形式として、2020年3月6日(土) 15:00〜17:00、

Zoomによるオンライン祝賀会となりました。 

 山田井上研1期生(1969年卒)から神田、西坂、服部の 

3氏をはじめとして、参加者は41名でした。祝辞、記念品

贈呈、乾杯の後、井上先生から近況のご報告を兼ねたご

挨拶をいただきました。ついで卒業年次の早い方からお

祝いの言葉をいただき、予定時刻を超えたところで、  

後半は近い卒業年次で構成したブレイクアウトルームに

分かれての懇談となりました。 

 オンラインでの祝賀会は初めてで、開催の1ヶ月以上

前から「接続テスト」と称した習熟ための懇談会を重ねて

の開催でした。当日の様子はYouTubeで視聴できます。

写真は祝賀会での様子(Zoom画面のスクリーンショット)

です。                         (今谷記) 

 

 

●  京機会ニュースでの各種同窓会報告は、年1回で 

あるため、昨今は「京機短信」(毎月5日発行)にて、随時  

ご紹介しています。短信では字数も写真の枚数制限も

ありません。詳しい同窓会報告の掲載を希望される 

場合は、短信用の原稿も併せてお送りください。 

   https://keikikai.jp/publications/tanshin/  

  短信連絡ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ : tanshingenko@keikikai.jp 

 

京機会ニュース記事投稿のお願い 

会員のページの原稿字数は150字以内(厳守)で 

お願いします。紙面の都合により事務局にて文章

を省略させていただく場合があります。 

 なお、今後の検討により、次号から写真とキャプショ

ンのみの掲載となる場合もあります。その節はご容

赦ください。また、お送りいただいた写真(画像ファイ

ル)は返却いたしません。ご了承ください。  

次号(No.44)締切は2022年7月末日です。 

       担当:黒瀬 良一、横川 隆司、段 智子  
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 昨年度と同様に新型コロナウイルスの影響により、 

静岡県のエコパにて開催予定だった「学生フォーミュラ

日本大会」の車検や車両性能を競う動的審査がすべて

中止になりました。しかし、本年度はコスト算出の妥当

性/競争力を審査するコスト審査、設計の適切さ・革新

性・補修性等を審査するデザイン審査、製造販売のた

めのプレゼンテーション技術を審査するプレゼンテー

ション審査からなる静的審査がオンラインで8月25日～

9月2日にかけて実施されます。 

 本年度のプレゼンテーション審査では、前回大会で

採用した営業戦略の分析を行い、「身近に感じさせる

プロモーション」と「多くのニーズに応える体験方法」を 

2つの柱として発表を行いました。結果といたしましては

75点満点中58.87点と目標点にはとどかなかったもの

の、2つの柱を実現するための手法を評価していただく

ことができました。 

 デザイン審査では、車両コンセプトを「Foundation」と

して車両性能の正確な計測・分析に基づく根拠に裏付

けられた車両の実現へ向けて行った設計プロセスを発

表しました。前回大会に引き続き上位校によって行わ

れるデザインファイナルに進出したため、デザインで   

1位を獲得できるように挑んでまいります。 

 本原稿の執筆を8月下旬におこなっているためすべ

ての結果をこの場でお伝えすることは叶いませんが、

改めてご報告させていただく予定です。 

 最後にはなりましたが、今後とも京都大学学生フォー 

ミュラプロジェクト KART へのご声援をよろしくお願いい 

たします。 

  
 

  2021年度 

  プロジェクトリーダー  

      丸山 ゆう 

 

ホームページ： http://www.formula-kart.org/ 

KARTからのお知らせとご報告 

         2021 Formula SAE Japan Awards   総合成績 3位   おめでとうございます！！ 
 

 ● 総合表彰   総合優秀賞 3位   

 ● 種目別表彰 デザイン賞 2位/CAE特別賞 1位/ベストエアロ賞 1位/ベストコンポジット賞 1位/エルゴノミクス賞 1位  

● 事務局にて9月6日付で成績が確認できました。 

 

            山西 利和選手、東京オリンピック 銅メダルおめでとうございます。 

                             そして私たちに勇気と感動をありがとうございました。 
 

 2021年8月5日(木)、札幌大通公園で開催された東京オリンピック陸上男子20キロ競歩で山西 利和さん

(2018、愛知製鋼㈱)が、1時間21分28秒で銅メダルを獲得されました。 京都大学出身での五輪メダル獲得者

は、1936年ベルリン大会の田島 直人氏、原田 正夫氏以来となり、85年ぶりの快挙でもあるそうです。   

● 事務局ではオリンピック後に、山西さんご本人より、お写真を頂戴できました！！ 

 

 

 

 

 

● オリンピックレース後のお話（京機短信で呼びかけた応援・感動メッセージをお伝えした返信より ）… 

 大変多くの方に見ていただいたようで、オリンピックという大会が持つ影響力をひしひしと感じております。  

3年後に向けて、といっても目の前の一つ一つの積み重ねではありますが、精進して参ります。 

 （ 山西さんご本人に許可をいただき、一部ご紹介させていただきます。） 
 
 
 

                  次回、パリオリンピック2024 での再びのご活躍を楽しみにしております！！ 

提供：北海道観光振興機構 


